


建物 1棟、ピットなどを検出した。第2遺構面からは

縄文後期前葉の配石遺構・集石遺構、平地式住居、土

坑、ピットなどを検出した。自己石遺構は人頭大の際を

円形に約 1m程の径で設置したものなどがあり、集石

遺構には約2----.....10cm程度の小1擦を数十~数百個円形に

集めたものなどがある。構成する際の中には、磨痕の

あるものや、打ち欠き痕のあるもの、赤化痕のあるも

のなどもある。

平地式住居は、配石・集石遺構の設置前に作られて

おり、それらと重複関係にある。平地式住居は、焼土

の数から 4棟程度は確定できるが、遺構集中地区では

足の踏み場もないほどの遺構があるため、本来はかな

りの数の住居が存在していたものと考えられる。

(側)滋賀県文化財保護協会 中村健二)

21.山岳寺院の本堂跡基壇の調査
かみにゅう まつおでら

米原町上丹生松尾寺遺跡

松尾寺遺跡、は平安時代から江戸時代にかけての山岳

寺院跡である。盛時には山中に50を越える坊院が存在

していたようである。現在も坊院跡と思われる人工的

な平坦地が数多く遺存している。

ところが、近年土砂崩れ等の自然災害によって、遺

跡の一部が消失してしまう恐れが生じてきた。

そこで遺跡の全体像を把握することが急務となり、

平成3年度より地形測量と発掘調査に着手して現在に

至っている。

平成5年度は江戸時代再建本堂(昭和56年の豪雪で

倒壊)の基壇についての調査を行った。調査のポイン

トは、基壇の造成方法とその過程における祭杷行為の

有無、ならびに前身建物跡を含めた下層遺構の確認の

2点においた。

まず基壇の造成方法についてであるが、松尾寺の本

堂の場合、自然地形をうまく活かして造られている。

もともとの地形が周辺より高かったり岩盤が露頭して

いる箇所は、それらを利用して基壇の高さをかせぎだ

して盛り土を最小限に留める工夫がなされている。ま

松尾寺本堂跡基壇調査状況

た、寺院建物の基壊に一般的に見られる版築工法は採

用されていなかった。

次に地鎮行為についてであるが、今回の調査ではそ

れと思われる筒所が4箇所確認されている。ここでは

完形の土師器皿を 1----..... 2枚使用して行われている。

下層遺構の確認については、上層遺構の現状維持と

いう観点から、下層までの掘り下げを最小限に留めた

ので、明確にはできなかった。

(米原町教育委員会土井一行)

22.古墳時代前期の環濠集落

彦買戸遺跡弔宇の珠豪復原ライン

近江町の北東部を画する横山丘陵の南端域には、塚
こし きつねづか やまってる

の越古墳・狐塚5号墳・山津照神社古墳に代表される

後期古墳群「息長古墳群jが形成されている。近年、

京都大学文学部考古学研究室との合同調査によって、

同古墳群の中期よりの系譜を追うことが可能となり始

めている。一方、近江町教育委員会では、同古墳群の

西隣りの平野部において、集落遺跡の調査を進めてき

たが、今回、この集落遺構が古墳時代前期の環濠集落

であることをつきとめ、広義の意味で「顔戸遺跡群J
と呼称している。

顔戸遺跡群は、南北1.5km・東西0.8kmの規模をもち、

南西端の稗田地区より引水し、南北に分岐した後、北

西端の土川地区に連がるものと復原される。環濠要所

では、集落遺構(顔戸遺跡・狐塚遺跡・碇遺跡)や祭
たかみぞ くろだ

配遺構(高溝遺跡・黒田遺跡)が調査され、そ

各検出遺構が、一連の環濠集落遺構と想定さ

った。なお環濠の中心部には、

測され、今後の調査に期待が持たれる。

今年度の調査は、環濠引水部の稗田地区」、

狐塚地区を中心に実施した。まず稗団地区は、「式内社
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